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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　The differences of water absorption by citrus　seedlings’ａthigh　root　temperature were

investigated among　three species :　Karatachi (Poncirus trifoliata), Yuzu (Citrus junos)

and Natsumikan (Citrus Natsudaidai). Amounts of water absorbed were measured by the

water absorption meter as shown in the previous papers.

　In July water absorption was　the most active at 30°Ｃroot temperature in Natsumikan,

at 25°C and 30°Ｃin Karatachi and at 25°C in Yuzu. Total amounts of water absorbed for

24 hours at 35°Ｃroot temperature were ９５in Natsumikan, 84 in Karatachi and 80 in Yuzu

as compared to 100 at 25°Ｃroot temperature. In December the higher the root temperature

by 30°C, the more active the water absorption, the　tendency being the most conspicuous

in Natsumikan.

　From the results obtained it was evident that high root temperature was suited for water

absorption by root of Natsumikan seedling･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　夏季の生育と根圏温度との関係をみると，夏ミカン実生では30°Ｃで最も優れ，カラタチ。ズ

実生では30°Ｃ以上で劣る(8)。また，根圏温度1～15°Ｃでは，温度が高いほど，冬季でも吸水か活

溌となり，その傾向はカラタチ。ズ実生とくらべて夏ミカン実生にいちじるしい(4)･(5)。以上二つ

の実験結果を既に報告した。

　そこで，このたびはそれら実生の根圏温度15～35°Ｃの吸水を夏季，冬季に分けて調査した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．　夏　季　の　吸　水

　実験材料と方法：実験材料にはカラタチPoncirus trifoliata。ズCitrus junos　および夏ミカン

Citrus Natsudaidai の４年生実生を用いた。吸水量測定には大型の吸水計を使用した(6)。測定開始に

あたって，前夜から流水中に根をつけておいた材料を午前10時に吸水計に取り付けて，所定温度の

恒温檜に入れ,午後５時に吸水計内の空気を抜いた。以後２日間，１時間毎に吸水量を測ったが，謁

査方法の細部についてはすでに報告した(4)･(5)とおりである。ただし，15°C, 20°C, 25°C, 30°Ｃ

および35°Ｃの各根圏温度に，同一材料を用いられないので，各温度毎に材料を更新した。なお，
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測定した1961年７月20日から８月10日までの室内の気温は27.0～29.3°Ｃ，空気湿度は63～87％，

蒸発皿は3.7～7. 3mmであった。

　矣験結果：吸水の日変化は冬季の低温の場合（4）にほぼ似ていたが，冬季にくらべて，吸水の最低

時，最高時が約１時間早かった。すなわち，日出前１～２時間の吸水が最も緩慢で，日出とともに

活溌化し，午前11時頃に第一の頂点になる。その後一時やや衰えるが午後１時頃からさらに活溌化

し，午後２時過ぎには１日の最盛時となる。午後３時頃から急激に衰えるが，日没後から午後10時

までは比較的盛に吸水した。

　いま，１日の総吸水丘tを単位生体重当りであらわすと第１表のとおりである。

　　　　Table 1. Amounts of water absorbed by citrus seedlings reduced to 10 g in fresh

　　　　　weight per 24 hours in summer. Their roots were kept in water at 15°Ｃ，20°Ｃ，

　　　　　25°C, 30°C and 35°Ｃ for two days between July 20 and August 10, 1961,

　　　　　respectively.
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　　The air temperature was 27.0 to 29.3°C during the treatment.

　概して，15°Ｃ→20°Ｃ→25°Ｃ→30°Ｃと高いほど，吸水量が多いが，冬季（第２表）ほどにいち

じるしく増加しない。とくに夏ミカンでは温度による差が少ない。吸水量が最も多い温度をあげる

と，夏ミカンで30°Ｃ，カラタチで25°Ｃおよび30°Ｃ。ズで25°Ｃであった。　35°Ｃでは吸水量が

減り，25°Ｃのときの値を100としてくらべると，夏ミカンで95，カラタチで84。ズで80であっ

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ．冬　季　の　吸　水

　実験材料と方法：実験材料にはカラタチ．ズおよび夏ミカンの４年生実生を用いた．これらを

1961年10月に箱植にして，室温6～25°Ｃの所においた．　測定開始にあたって，午前10時に材料を

取り付けた吸水計を所定温度の恒温檜に入れて，午後５時に吸水計の中の気泡を抜いた．以後２日

間1とわたって，１時間毎に吸水量を測った．測定方法の細部については前実験と同じである．なお，

　　　　Table 2. Amounts of water absorbed by citrus seedlings reduced to 10 g in fresh
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25°C, 30°C and 35°Ｃ for two clays between December 10 and 25, 1951, respec-

tively.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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The air temperature was 10.9 to 15.5°C during the treatment.
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測定した1961年12月10日から25日までの室内の気温は10.9～15.5°Ｃで，空気湿度は61～1296,蒸

発量は2.2～3. 7 mmであった。

　実験結果：いずれの種類も各温度において画一的な吸水日変化を示し，低温時の吸水曲線（4）とほ

ぼ同様な傾向であった。

　単位生体重当りの１日総吸水量を示すと，第２表のとおりである。

　いずれの種類も，根圏温度15～30°Ｃでは，温度が高いほど吸水量が多かった。　その温度上昇に

ともなう増大率では夏ミカンが最大で，15°Ｃの値を100とすると165.次いでカラタチで146。ズ

が135で最小であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　　察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸水の点からみた耐暑性

　根圏温度を20°C, 30°Ｃおよび40°Ｃにして，夏季１ヶ月間育てると，カラタチ。ズの実生で

20°Ｃのときに，夏ミカン実生では30°Ｃのときに生育が最も優れ，40°Ｃで根が極端に傷められ(8ヘ

オレンジ，グレイプ・フルーツの吸水は根圏温度30～35°Ｃで減退し(2)，レモンの吸水は35°Ｃ以上

で衰える(1)といわれている。　当実験で，根圏温度が高いと吸水量が多くなっているが，夏ミカン

実生で30°Ｃ，カラタチ実生で25°Ｃおよび30°Ｃ。ズ実生で25°Ｃで吸水が最も活溌であった。い

ずれも35°Ｃで吸水が衰え，その傾向はユズ実生で最もいちじるしく，次いでカラタチ実生でし夏

ミカン実生で最も軽かった。すなわち，吸水の点からみて，夏ミカン実生が暑さに最も強く，次い

でカラタチ実生で。ズ実生が最も弱,い。いま，高知の地温を第３表に示したが，高知のカンキツ

園の根圏温度はほぽ25～30°Ｃであって，例年の高極は29～36°Ｃである。夏季の吸水の点からみ

て，台木として最も適しているのは夏ミカン実生である。現在，カラタチ。ズ実生を台木として

使っているが，地温が極端に高くならないように管理することが望ましい。

　　　　　Table 3. The mean and　the highest soil temperature in summar at Kochi

　　　　　　from 1949 to 1961.
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　Numbers in O　are the highestsoiltemperaturesin the last１２Years.

　また，冬季といえども，根圏温度が30°Ｃまで高いほど，夏ミカン実生をはじめとして，カラタ

チ。ズ実生のいずれも吸水が活溌となっていた。　１月，２月でも根圏温度を20°Ｃにすると，カラ

タチ合温州ミカンの根が盛に伸長し，吸水する（3）ことと考えあわせて，高知の冬季の地温か地表

下20cmで7.0～10.0°Ｃであるから，現在，寒さに強いカラタチ。ズ（7）を台木に使ってはいる

か，冬季の地温を少しでも高くするように管理すると一層有利である。

　なお，根圏温度が15°･Ｃ→20°Ｃ→25°Ｃ→30°Ｃと高くなると，吸水が活溌となった。その活溌

化する度合をみると，冬季と夏季ではいちじるしく違う。すなわち，冬季ではカラタチ。ズ実生
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にくらべて夏ミカン実生で最も高く，夏季では逆に夏ミカン実生で最も低かった。測定した当時の

気温をみると，冬季で10.9～15.5°Ｃ，夏季で27.0～29.5°Ｃであった。すなわち，夏ミカン樹の生

育は気温35～40°Ｃで７層盛となり，夏ミカンは暑さを好む植物である（6）ことから，夏季に根圏温

度が低くても，気温か高いと，夏ミカンの生活が旺盛で，それだけ吸水がより活溌なのであろう。

ちなみに，夏季の根圏温度15°Ｃの吸水量についてみると，夏ミカン実生で冬季の2.9倍，カラタチ

実生で2.2倍。ズ実生で2.1倍であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　　約

　台木の種類の選択の参考に供するため，キコク。ズ，夏ミカンの４年生実生について，高い根

圏温度と吸水との関係を調査した。　その結果，７月の吸水では夏ミカンで根圏温度30°Ｃ，カラタ

チで25°Ｃおよび30°Ｃ。ズで25°Ｃのときに最も優れた。35°Ｃではいずれも劣ったが，25°Ｃの

値を100とすると，夏ミカンで95，カラタチで84。ズで80であ,つた。また，12月でも根圏温度が

30°Ｃまで高いほど吸水が鉦れ，その傾向は夏ミカンで最もいちじるしかった。すなわち，吸水の

点からみて，夏ミカン実生はユズ，カラタチよりも高い根圏温度を好み耐暑性が高い。
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